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国際フェアトレード認証の仕組み
サプライチェーン全体を通して監査を行うことで、
安心・信頼してフェアトレード商品を買うことができる仕組み

サプライチェーン全体を通して監査

生産 輸入 卸 製造 販売 消費

フェアトレード製品が

一目で分かる

世界70か国以上

200万人以上の

生産者が参加

フェアトレード・ラベル・ジャパンなどの

第三者が監査・認証を実施

ちゃんと生産国の

環境や人権に

配慮しているか

チェック！

欧州各国では

90％の消費者が

認証マークを認知

世界7,700社以上の

企業認証取得



国際フェアトレード認証の基準
経済・社会・環境の3つの側面からなる

経済

社会環境

✓ 最低価格の保証

市場価格暴落の際も、持続可能な

生産を支える価格の保証

✓ プレミアムの支払

地域の社会・環境開発のための資金

など

✓ 児童労働・強制労働の禁止

✓ 差別の禁止

✓ 安全な労働環境

✓ 民主的な組織運営 など

✓ 農薬の使用削減・管理

✓ 土壌・水源の保全

✓ 生物多様性の保全

✓ 有機栽培の奨励 など



国際フェアトレード認証によって幅広い課題にアプローチ
国際フェアトレード認証を受けることで、
調達工程の様々な環境・社会課題への一括アプローチが可能に

排水による水質

汚濁や大量の

取水・消費によ

る水不足が発

生

事業活動を通じ

た農地・土地の

開発による生態

系破壊が深刻

化

温室効果ガスの

排出により温暖

化、気候変動を

促進

包装容器や、リ

サイクル可能な

資源が再利用・

リサイクルされず、

大量に廃棄

ハラスメントや差

別などによる、

人的資源が精

神的に毀損

人間が健康で

文化的な最低

限度の生活を

行うにあたって必

要とされる権利

を侵害

強制労働・児童

労働などによる、

人的資源が物

理的に毀損

水質汚濁 生態系破壊気候変動 包装容器 ハラスメント アクセス権強制・児童労働

渇水 森林破壊災害・洪水 プラスチック D&I 貧困虐待

環境課題 社会課題

水 生物

多様性

CO2・

気候変動

廃棄物・

ゴミ

精神的

人権

社会的

人権

身体的

人権

課題

項目

詳細

国際フェアトレード認証によって

アプローチ可能な課題

凡例：

出所：PwCコンサルティング
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仕組み化された「認証」の活用でサステナビリティを目指す
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見えにくいサプライチェーン末端で発生する人権・環境課題にアプローチし
第三者による監査・認証という「信頼」で企業間・消費者をつなぐ

生産者

政府・行政

学校

消費者

お店・ショッピングサイト

商社・輸入企業

メーカー・工場

多様な企業

認証
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フェアトレードに参加する意義  つのメリット

企業評価

対外的訴求ができ

企業価値が上がる

投資家や評価機関から

の評価が得られる

国内外のステークホルダー

へのアピールができる

人材確保

企業自体の注目が集まりやすい

有望な人材の確保

新入社員の志望動機になる

社員の意識向上

気軽に出来る社会貢献

社員のグローバルな意識向上

従業員のモチベーションアップ

労働環境貧困削減 飢餓撲滅 ジェンダー平等

気候変動への対策 平和と司法への

アクセス

パートナー

シップ

持続可能な消費

と生産

１ ３

4

SDGs

17の目標全ての達成に貢献

特に8つの目標への貢献度が高く

社業以外で貢献できる

４
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【フェアトレード認証製品推計市場規模と

国民一人当たりの年間購入額の推移】

フェアトレード認証製品の推計市場規模（億円） 国民一人当たり年間購入額（円）

国内フェアトレード市場は200億円を突破！
2023年フェアトレード市場は初めて200億円を突破し、211億円に。
前年度と比較して108％成長を記録



産品別の成長（2023年）

(消費者)SDGsへの注目

◼ 日本のSDGsの一般認知は急拡大

➢ 「フェアトレード大学」や「フェアトレード

タウン」の動きも活発化

出所：電通 「SDGsに関する生活者調査」

SDGs認知率は

5年で6.5倍。9割突破
2020

2021

2018

2019

2022

2023

(企業)「環境→人権」への注力拡大

◼

◼ 2022年日本政府は、企業の人権対応に

関するガイドラインを初発行

➢ 23年4月、公共調達への入札には

人権対応が努力義務に

◼ 欧米を中心に世界でサプライチェーンの

人権への対応が次々と義務化
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